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         京 都 女 子 大 学 生 活 造 形 学 科 「生 活 造 形 」 投 稿 規 定

                                       2004.12。改正

1.本 誌は主と して生活造形 に関す る総説}解 説,文 献紹介 および報文,ノ ー ト,資 料などを掲載す る。

  なお原稿の分類は別表の通 りとす る。

2.寄 稿者 は生活造形学科教職員,学 生,卒 業生 および編集委員会で認めた者に限 る。

3.原 稿掲載料は原則 として無料 とする。

4.本 誌に掲載 されたすべての原稿の著作権は京都女子大学生活造形学教室 に帰属する もの とす る。

5.原 稿の採否,修 正,そ の他は編集委員会が決め る。

6.和 文投稿原稿 で,手 書 きの場合 は生活造形学科原稿用紙 を用いる。 ワー ドプロセッサーの場合 は白

  紙A4版 用紙 を用い,テ キス ト形式で保存 したフロッピーと共に提 出す る。

7.報 文の頭初 には表題,著 者名,所 属機 関を和文および英文で記載す る。

8.報 文には英文要旨を,目 的 ・方法 ・結果 ・考察 を含めて,本 文 中の内容 を理解で きるように平易な

  文で簡潔 に書 く。長 さは150語 程度 とする。原稿 はA4版 用紙 を用 いワー ドプロセ ッサーまたは タ

  イプライターにより2行 送 り(ダ ブルスペース)で 作成す る。英文用紙 には これに対応す る和文要

  旨を添 える。これは,本 文が英文の場合 には印刷 され るが,本 文が和文の場合には印刷 されない。

9.原 稿の記載は次に形式による。

 (1)和 文原稿では,原 則 として当用漢字 ・新かなつかいを用いる。ただ し,普 通の用いられ る外国語

  の術語物質名などはカタカナとする。カタカナにす ることにより,字 義が不明確 になるおそれのあ

  るものはこの限 りではない。

 (2)単 位 は原則 として国際単位(SI)系 とする(JIS Z8203参 照)。

 (3)引 用文献の書 き方は下記の通 りとする。なお,雑 誌の巻数 には赤でア ンダーラインをつけること。

   (和文雑誌)著 者名:雑 誌名,巻.ペ ージ(発 行年)

   (欧文雑誌〉著者名:雑i誌 名,巻.ペ ージ(発 行年)

   (単行本)著 者名:書 名,発 行社,発 行地,引 用ページ(発 行年)

 <例>1)田 村奈巳,酒 井哲也,酒 井豊子,:家 政誌,50,331-336(1995)

    2)R.J. Pace, A. Datyner:Tex Res J;50,34(1980)

    3}T.Vickerstaff:The Physical Chemistry of Dyeing, Oliver＆Boyd CO., New York＆London,

      P.43 {1954)

    4)江 馬務:江 馬務著作 中第六巻,中 央公論社,東 京,19頁(1977>

10.図 表の記載は次の形式 による。

 (1)同 一実験結果 を図および表 に重複 して掲載 しない。

 ② 各図(写 真 も含 む),表 には図4,表3の ように表記 し,簡 単な表題 をつ け ること。原稿 には,

  図表の挿入箇所を,右 側の余 白に明示す ること。

 (3)図 は原則 として自紙 または淡青色方眼紙 に製図用 インキで書 く。図には捌上 りの寸法 を例 えば縮

  尺1/2,横7.Ocmな どのように記入す るのが望 ましい。

 ㈲ 図に記入する文字は縮尺を考 えて大 きく書 くか,ま たは鉛筆書 きの ままとす る。

11.上 記以外の執筆要項は 日本家政学会 「日本家政学会誌」のそれ に準 じる。
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12.校 正は再校 まで は著者が行 なう。

13.別 刷 は20部 までは贈呈す るので,希 望者 は再校時 に希望数 を記入すること。

14.原 稿 は,書 留便で原稿在中と表記の上,下 記宛 に送付す る。

   〒605-8501京 都市東山区今熊野北 日吉町35

京都女子大学 「生活造形」編集委員会

種 類

(a)総  説

(b)解  説

(c)文 献 紹 介

(d)そ の 他

(e)報  文

(f)ノ ー ト

(9)資  料

内 容

一つの主題についての総合的な論説や記事で
,提 案,批 評などを含む内容の もの。

研究,技 術,社 会情勢などに関する平易な解説。

国内,国 外の研究論文,書 籍などの紹介。

教職員の研究活動などに関する報告記事,会 社 ・研究所などの見学記および学会行

事などに関する報告など。

生活造形に関係のある研究で,新 しい価値のある結論あるいは事実を含むと認めら

れるもので,本 誌に掲載 される前に他の学術誌に投稿あるいは掲載 されていないも

のに限る。原則として学会の研究発表会で講演済みの ものとする。

原著論文であるが,論 文 としては十分な結論 を得 るに至ってないもの。

研究の資料 として価値あるもので,上 記の論文,ノ ー トのいずれにも属 さないもの。

最大頁数

8

3

4

*1頁 の 文字数 は,22字 ×37行,横2段 組み とす る。

編 集 委 員:岡 部 和代,愛 宕 出,常 見美紀子S片 山勢津子

表紙デザイン:鈴 木 佳子

編 集 後 記:

 生活造形52号 をお届け致 します。

 本巻では,短 い期間ではありましたが,新 しい分野である日本の家具 ・室内意匠史

の研究 ・教育に携わっていただいた小泉先生の定年退職 にあたり}先 生のご挨拶や思

い出を中心とした特集を組みました。 これからもますますお元気にご活躍 されること

を期待申 し上げます。

 報文が少なく残念ですが,受 賞をはじめ学生の活動記事が満載となりました。生活

造形学科の幅広い活動状況が証明できたのではないでしょうか。

 ご執筆いただいた皆様にお礼中 し上げます。               〈s.x)

京都女子大学生活造形

平成19年2月1日 印刷

平成19年2月8日 発行

編集責任者
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〈会員頒布 非売品)
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京 都女 子大 学 生 活造 形 学教 室
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      TEL O75-531-7174
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